







































































































































































































































第 1表 自動管理システム (ASU)と自動情報処理システム (ASOI)の設置数
|附~70 I 1971 ~75 I 1976，"，-，剖 11981~85 
企業ASU (ASUP) 151 838 389 296 
製造工程ASU (ASUTP) 170 564 1，306 2，611 
地域組織ASU (ASUTO) 61 631 454 339 
省庁ASU (OASU) 19 168 92 60 
ASOI (自動情報処理システム) 13 108 133 259 
t-
口 計
? ?? ? ??，?? ?????。，ヮ???? ???，??， ? ??????
出所)Hapxo3 '80， CTp. 102， Hapxo3 '85， CTp. 7. 




































































































|※;:1i| 1. 41※川i 15.4 
出所)Hapxo3 '80， CTp. 165-166， Hapxo3 '85， CTp. 131， Hapxo3 '86， CTp. 169. 
HapX03 '85， CTp. 69， Hapxo3 '86， CTp. 74. 
第1行の生産額は， 1982年企業卸売価格で換算した数値。












































































































































1971 I 1975 I 1981 I 1985 四71I 1975 I 1981 I 1985 
工業全体 89，481 114， 108 145，210 161，601 10，917 17，072 27，386 34，278 
機械製作・金属加工部門 22，589 31，690 44，337 50，573 5， 125 8，116 14，981 20， 197 
B.工業部門の総合機械化ないし自動化された区，職場，生産，企業の数 (7/1現在〉
l 区，職場，生産の合計 | 業 数
工業全体
機械製作・金属加工部門


















































また部門レベルのASUでは， 1970年， 78 





















































十 十 + 十
十 十 十
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そ σ〉 7 ち







解決される課題数 個 29 
基本支出の全体 千ルーブル 910 
そのうち 生産前の支出 千ルーブル 326 
1労実働現生者あたりの産大出増によ
る 産高の増 % 2.3 
年次実現生産高の原価低減 千ルーブル 252 
生増産大高の増大に応じた利潤の 千ルーブル 223 
流動手段の浮かし分 千ルーブル 226 
年次経済効果 千ループル 303 
回収期間 年 1.8 
























32 34 31 36 23 26 30 
910 800 1，024 912 780 648 963 800 
283 250 362 275 220 248 306 200 
2.0 1.2 2.9 2.5 1.5 1.6 1.3 0.8 
317 450 273 277 400 239 473 500 
224 200 246 247 189 143 100 
124 140 246 126 120 150 138 160 
505 600 331 448 650 235 584 700 



























地体|機即 1 開i … 金属加工 食品工業
組織的原因による労働資源損失の減少〈基準年に対する%) 40~50 45 40 
設備休止の低下(基準年に対する%) 40 35~40 40 
原材料支出の削減(基準年に対する%) 1.2 1.5 O. 5~1. 0 
労実働生生産産性高の上昇加による
現 の増 (基準年に対する%) 1. 2~1. 5 1. 5~1. 8 1.0 
労働生産係性数1%増加に対する生産的労働者の平均賃金増加テン
ポを示す 0.5 0.5 0.6 
生産〉的労働者の規定外労働に対する支出の削減(基準年に対す
る% 25 30 20 
欠陥品による損失の削減(基準年に対する%) 15~20 20 15 
不生産的経費の削減(基準年に対する%) 30~40 35 30 
生産物産出高増大に対する職場経費増大の依存関係を示す係数 0.45 0.45 0.42 
生産物産出品増大に対する一般工場経費の増大の依存関係を示 0.42 0.43 0.36 す係数
カペイカ 0.5 0.5 0.4 
実現生産物1ルーフツレあたりの支出の低下
基準年に対する必 0.6 0.7 0.5 
流動手段需要の削減(基準年に対する%)











































J口』 計 874 
実際
内 生 産 前 (J) 支 出 272 。〉
基
基
A口. 計 601 














内 賃金フォドの削減 60 
欠陥品による損失の削減 8 



































基ブ本ル〉支出 (千ル 年経費間稼動 年効果間経済 回収期間
全体 Iそのうち生フ(千ノレー ブ(千ル〕ルー (年〉産前の支出 ル〕
部門ASU (OASU) 1，100 
企業ASU (ASUP) 800 
建設企業ASU (ASUS) 350 
< 製造工程ASU (ASUTP) 
離散タイプのもの> 400 
自動設計システム (SAPR) 90 
非工業施設ASU(ASUNO) 300 
情自動報情←検報索システム (I(AP SSO〕Iと処理システム 〉 150 
















の投資回収期間 (T=Kλ 〔基本投資額J-T 33 










300 280 0.8 
250 200 600 1.2 
100 70 400 0.7 
200 60 300 1.1 
60 10 150 0.6 
150 90 700 0.5 





ーブルあたり年次経済効果 (33-TK)は， OA 
SU =1. 14， ASUP=0.56， ASUS=1. 31， A 







































出所) [16J CTp. 22 
| そのうち |参考)1976 
工業全体 1+ili;-i-afT.fIifr-: _ I ;F;t....~ _ ¥-"'80年
l出械製作・|軽工業・ i
属加工 |食品工業|工業全体
14|-414li 100.0 I 100.0 I 100.0 I 10.。
|25130 l15l」ニι1.0 8.3 5.0 I 5.0 
|50 i J41111 i46 14.5 16.6 8.0 I 14.4 
145i4011I45 13.0 I 11. 1 22.0 14.1 
175i80lA|71 22.0 I 22.220.0 22.2 
¥-iェL|i二L I1二L li 3.0 2.8 .5 I 4.4 
l30l40 i15iJニi9.0 11. 1 5.0 I 9.0 
|20120|3ol-lE1 6.0 5.610..05.0 
114I42-lili 6.0 5.6 I 7.0 2.8 
l40 1401401JLL 12.0 I 11.1 13.0 11.2 
lilllAli 4.5 I 2.8 I 7.0 4.1 





























11insk-22， 11insk-32.<:第2世代の汎用コンピュータ> 89 3 
。
E S -1022 (102第0〉3，E S-1033(1033L E S-1035，IES-10402 
E S-1050. <: 世代の汎用コンピュータ> 5 82 92 
11-4030.<:ア。ロセスコントロー ル用第3世代コンピュータ> 2 7 3 
S 11 E V M， M-5000 (5010)く小型コンピュータ> 1 8 5 
録周装辺装置生産記 置， YPI1， PIT-10， PIT-50， PIT-100の諸モデル 74 5 。
情報記録装置 PI1-4501，PI1-7501 (7502)のモデル 1 62 56 
情報の遠隔置収集・伝送装置， APIT， PI1-8901のモデルとデータの遠|
隔処理装 3 7 10 
仕入・簿記用機械I1cKpa，ACKOT， 3oeMTpoHのモデル 7 12 16 
ディスプレイ

















































































































































































































































































































































































































































:3ノに二- 体 用に備されたものUコ GVCのEgl諸計算部機局の小型EVMによる による
総 括 30 26 13 12 
ノ、. ブ ン ス 6 5 1 
剖E 門 Bリ 218 189 48 116 
〆与
口 計 竺」

































































部門別サブシステム 21 54 
メ』
口 計 円ur-;







































































α β γ 
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《添字}i ， j=1 ， 2， ・， 18~ (部門名で，工
業13部門，農業，建設，運輸・通信，商
業，その他物的生産部門，の合計18)








































23)例えば， Kt+l_ Kt= a(定数〕のとき.:1t=l，
2， 3， 4， 5とし，(Kt+1-Kt)jKt=aのとき，
a<5%で.:1t=1.0，2.0， 3.1， 4.2， 5.3， 5% 
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